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１. 背景・課題

・IT関連業界では、東京での一極集中が進み、全国的にIT人材が不足している。

・本県IT企業の人材ニーズに対して、令和10年度までに約200人が不足する見込み。（県独自試算）

＜背景・課題＞

＜宮崎の取組（宮崎大学・JICA）＞

・独立行政法人国際協力機構（JICA）とバングラデシュの政府機関（Bangladesh 
Computer Council：BCC）が2017年から2020年にかけて、バングラデシュの
IT人材が、日本語・IT・ビジネスマナーを学び、日本企業への就職を支援する研修
プログラムを実施。その期間に宮崎大学では、日本語教師を派遣。

・2021年3月に宮崎大学が事業を継承し、「日本語×IT インターンシッププログラ
ム」を統合した「外国人ICT技術者人材育成プログラム」を実施し、宮崎県内企業
とのマッチングを行っている。

現地（宮崎）の教育プログラムを
活用し、県内企業とバングラシュ
IT人材とのマッチングを促進

長崎県
（産学官連携の取組）

バングラデッシュってどんな国？

１．人口1億7千万人（2022年）（世界第8位） 平均年齢28歳
２．アパレル産業が大きな市場（世界第２位）
３．安定的な経済発展（年6％超の経済成長率：世界最高レベル）
４．宗教（穏健なイスラム教）
５．言語（ベンガル語） ※高等学校・大学では英語で授業
６．食文化（ハラル） ※米の消費量は日本の3倍
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宮崎で確立しているモデルを活用

●大学で受講

●日本語教育

●採用予定企業での

インターンシップ

県内大学

定員20～40人に対し、2,000～

3,000人応募

受講者層は、

現地トップ大学出身の新卒、第二新

卒が多数

内定

在留資格：留学ビザ

日本語レベルは、日常会話ができるＮ４

ＩＴ技術は、国内のＩＴ関連学部大卒と同レベル

【長崎県モデル】 県内各地域へＩＴ企業誘致

４カ月 県内の

誘致ＩＴ企業

地場ＩＴ企業

に就職

県内大学で留学生

として研修

在留資格：留学ビザ

在留資格：技術・人文知識

・国際業務

内定

２.長崎県モデルのスキーム図（バングラデシュIT人材）

２

≪長崎市≫

人材紹介手数料
1/2を補助



２.長崎県モデル（１）人材・バングラデシュの教育

＜日本語学習＞
・バングラデシュICTエンジニアの日本就職に特化した教材
・日・週・月単位での確認するテストの実施

＜日本文化、ビジネスマナー＞
・日本文化に親しむイベントや日本人との交流。
・日本企業での基本情報、面接対策、ビジネスマナーの学習。
・日本企業の開発現場で求められる実践的なICT技術に関する研修。

日本語能力（現地教育：５か月間）

ITスキル

⇒知識レベルとして、日本語能力試験N4以上を目指す。

⇒現地バングラデシュの4年大学にて、IT科目を専攻。
日本の大学新卒よりスキルレベルは高い。

氏名、プロフィール

＜現地での授業背景＞

＜履歴書＞

・バングラデシュでは、国策としてIT人材の育成を強化して
います。

・履歴書内の情報だけでは、ITスキルが判断できないという
場合は、事前テストを実施することができます。
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２.長崎県モデル（２）マッチング会

※バングラデシュ国内の情勢を鑑みて、第2期生の現地マッチング会は
予定しておりません。

②履歴書の確認（研究内容、実績、ITスキル等）

オンライン面談について

①選考会の申し込み（１１月１５日（金）〆切）

③オンライン面談を行う人材の選考（履歴書で選考）

➃オンライン面談

グローバルギークス社

・面接前後での相談対応
・当日の進行・通訳

現地の人材 県内企業

長崎での就職を
希望する人材
２９人程度

上記について、
一切費用は掛かりません。

「履歴書の確認」
「事前相談」
「オンライン面談の実施」

４



２.長崎県モデル（３）長崎大学の役割・教育

５

約４か月間留学生として受け入れ，長崎県への定着を目指し
日本語教育やインターンシップを実施

①日本語科目…初級レベル（N4レベル）
②実践日本語…社会生活に必要な日本語を現地で使ってみたり，
日本の社会制度や長崎の文化を学ぶ

③インターンシップ…受入企業と長崎大学との間で協定及び覚書
を締結し，長崎インターンシップ推進協議会が公開している手
順・様式を参考に実施

社会生活に必要な日本語及び日本企業文化等の習得

今年度の教育内容（※）

到達目標

来日前＆来日時：在留資格（留学）申請，福岡空港→長崎大学のバスチャーター
来日後 ：学生サポート（チューター制度），大学生活上のオリエンテーション 等

主な支援

(※)来年度以降は内容の変更を検討中



３.受け入れ環境づくり・支援について

バングラデシュIT人材の定着促進を図るための交流会を実施

①食や文化を通じた交流会 ②日本語勉強会
③スポーツを通じた交流会 ④長崎市の魅力を知るバスツアー

（２）地域との交流会（※長崎市が実施）

（１）外国人材受入に関する相談対応（企業向け）

①外国人材受入に関する相談対応・アドバイザーの派遣（随時）
②受入外国人の宗教・文化等に対する理解を深めるための研修会

【受入相談・アドバイザー派遣窓口（お問合せ・お申込み先）】

長崎県中小企業団体中央会 長崎県外国人材確保支援事業事務局 《電話番号》０９５（８２６）３２０１
《受付時間》９時から１７時まで（土・日・祝日除く）

地域住民がボランティアとして参画する
地域主体の日本語教室の設置。

（３）日本語教育の支援

外国人住民が相談できる窓口を設置。

（４）外国人相談窓口

R6.4月に
県内初の
モスクが
完成

６

※内容は変更となる場合があります。



事前説明会（本日）

１０月３０日（水）

選考会の申し込み

１１月１５日（金）

〆切

B‐JET生の履歴書確認

申込み完了次第

順次公開・実施

オンライン面談の有無

１１月２９日（金）

〆切

オンライン面談

随時

採用内定

１２月末まで

大学願書〆切

１月上旬

雇用条件合意書作成

１月（予定）

大学入学手続き

（入学手続、ビザ等）

１～２月（予定）

インターンシップ協定

の締結

３月（予定）

大学入学

４月

入社手続き

６月（予定）
就労ビザへの切り替え 企業受入準備

入社

８月（予定）

４.採用スケジュール

選考

手続き

留学

11月～12月

1月～3月

4月～8月

事前説明会（本日）から入社までの流れ

【これから採用を検討するにあたって】
面接・採用内定まで約２カ月間 入社まで約９カ月間

７



５.企業負担（手続き・人材紹介手数料）について

※一部は大学授業料・生活費・家賃に充当されます。
※履歴書の確認、オンライン面談の参加については、一切費用は掛かりません。
※現在、県が採用マッチングに関する事業の一部を負担しているため、企業負担が軽減されています。

・大学の入学手続き ・留学ビザの取得申請 ・インターンシップの手続き

・住居の紹介 ・転入手続き ・宗教等への対応 など

８

人材紹介手数料：バングラデシュIT人材1人あたり１２８万円程度

各種手続き等は、県をはじめ関係者で全面的にサポートします！

【長崎市内の事業者を対象にした補助支援】
・今年度実施のマッチングで採用が決定した長崎市内の事業者を対象に、人材紹介手数料の1/2を
市より補助（上限70万円） ※申請方法は、別途案内

【補償について】
・B-JET生が本採用とならなかった場合（留学中に予期せぬ事態により不成立）：返還20万円
・入社後の離職の場合 返還5~15万円（離職の時期によって異なります）
※留学前（マッチング会不成立）については、紹介手数料はかかりません。ただし、留学後は大学側
への支払いが発生するため、上記補償額となります。

その他の支援



本日より、バングラデシュIT人材の選考会申し込み受付を開始

以下の選考会への申し込みは、下記のURL又はQRコードから
お願いいたします。 申込期限：令和６年11月15日（金）

https://forms.office.com/r/9zk7ZYAFzx

６.選考会の申し込みについて

・IT人材の採用をしたい

・今後、採用を検討してみたい

・採用するかはわからないが、どんな人材がいるのか、見てみたい！ など

選考会へ申し込みいただくと、人材の履歴書等がご覧になれます。
どのような人材かを確認していただくだけでも結構です。
ご検討をよろしくお願いいたします

９

https://forms.office.com/r/9zk7ZYAFzx

